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産業・雇用・運輸関係懇談会の開催結果について 

令和６年４月１９日 

商 工 政 策 課 

 

 中小企業の賃上げや価格転嫁、ゼロゼロ融資の返済本格化、トラックドライバーの時間外労働に上限

規制が適用される物流２０２４年問題など、県内事業者が直面している経営課題について、経済関係団

体と現状を共有し、対応等について意見交換を行うため、産業・雇用・運輸関係懇談会を開催しました。 

 

１ 日時 令和６年４月１０日（水） 

午後１時から午後１時５０分まで 

 

２ 場所 とりぎん文化会館 第３会議室 

 

３ 出席者 

〔商工団体〕鳥取県商工会議所連合会、鳥取県商工会連合会、鳥取県中小企業団体中央会 

 〔運輸等関係団体〕(一社)鳥取県トラック協会、鳥取県農業協同組合中央会、境港鮮魚仲買協同組合 

 〔金融機関〕(株)山陰合同銀行、(株)鳥取銀行、鳥取県信用金庫協会、鳥取県信用保証協会 

 

４ 議事 経済動向、県内産業の諸課題の現況と対応状況、鳥取県産業振興未来ビジョンの改訂 

 

５ 主な意見 

 〔賃上げ関係〕 

  ・人手不足が深刻。賃上げ原資を確保するため、県外からの需要獲得が必要であり、少額でも設備

投資を行って自社の生産性を上げ、付加価値を高めることで安売りから脱却することが必要であ

る。 

  ・価格転嫁を進めるためには、機運醸成の環境づくりを進める必要がある。 

  ・物価高や賃上げにより、収益が悪化している事業者がいる一方で、DX 導入や業務フローの見直し

などの様々な取組を積み重ねて、収益性を向上させている事業者もいる。 

 〔物流２０２４年問題関係〕 

  ・燃料高、物価高が続く中、荷動きがコロナ禍から十分に回復しているとまでは言えず、賃上げに

苦労している運送事業者が多い。 

・ドライバーが足りずに運送を断ることもあるなど、慢性的な人手不足の状況にある。 

  ・集荷施設の集約等により、ドライバーの待機時間の改善や効率的な荷積みなど、輸送の効率化に

取り組んでいきたい。 

  ・地方の中核都市に運送する際、東京、大阪等の首都圏からの中継料（運賃）が上がっているため、

コスト増となっていく。 

 〔資金繰り関係〕 

  ・コロナ禍の資金繰りの支援フェーズから、経営改善の支援フェーズに転換しており、県の新たな

支援制度を活用しながら、金融機関と事業者が一緒に現下の経営環境を乗り越えていきたい。 

  ・条件変更を行わないまま代位弁済に至るケースもあり、とっとり企業支援ネットワークの枠組み

を活用して小規模な事業者を優先的にフォローアップしていきたい。 

 〔その他〕 

  ・今後、地方への訪日外国人客は増加見込みであり、インバウンドを成長産業として活性化してい

く必要がある。 

 

６ 今後の対応 

  本会議でいただいた意見等を踏まえ、資金繰りや賃上げ、運輸関連の対策など県施策の周知を図り、

関係団体と一体となって事業者のフォローアップに取り組み、必要な対策を検討するとともに、改定した

産業振興未来ビジョンを推進していきます。 
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令和５年度の企業立地等実績について 
令和６年４月１９日 

立 地 戦 略 課 

 

 令和５年度に県支援制度等を活用して立地した企業立地等実績をとりまとめましたので、報告します。 

 

１ 令和５年度の企業立地等動向 

 県内企業の新設・増設は、需要が増加している食料品、医療機器、電気自動車関連部品等の新工場建設や 

生産設備増強など、過去に誘致した企業による今後成長が見込まれる分野等への積極的な投資の動きがあり、

県内経済の活性化につながった。 

 県外企業の立地は、宇宙関連産業や地域課題解決分野等のオフィス設置の動きがあり、引き続き、立地し

た企業が県内で成長するよう支援していくとともに、将来の成長が期待される事業者等の企業動向をとらえ

た機動的な誘致活動を進めていく。 

 

２ 立地実績 

（１）県内企業新増設 

区 分 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 合計（R1～R5） 

件数 

(地域別立地先) 

２２ 

(東 8､中 5､西 9) 

５３ 

(東 27､中 6､西 20) 

３１ 

(東 19､中 3､西 9) 

１９ 

(東 9､中 2､西 8) 

２３ 

(東 11､中 5､西 7) 

１４８ 

(東74､中 21､西 53) 

雇用計画(人) 

(うち正規雇用(人)) 

１４９ 

(１１２) 

２８８ 

(２２９) 

２１１ 

(１８４) 

２３４ 

(１９７) 

３３９ 

(３１２) 

１，２２１ 

(１，０３４) 

（注）件数欄の「東」は県東部地域への立地、「中」は県中部地域への立地、「西」は県西部地域への立地。以下同じ。 

 

（２）県外企業立地（サテライトオフィス等設置及び本社機能移転分を含む） 

区 分 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 合計（R1～R5） 

件数 

［うちオフィス等設置］

[うち本社機能移転] 

(地域別立地先) 

４ 

［ ２ ］ 

［ ０ ］ 

(東2､中0､西2) 

５ 

［ ３ ］ 

[ １ ] 

(東4､中0､西1) 

３ 

［ ３ ］ 

[ ０ ] 

(東1､中0､西2) 

４ 

［ １ ］ 

[ １ ] 

(東2､中0､西2) 

６ 

［ ６ ］ 

[ ０ ] 

(東6､中0､西0) 

２２ 

［ １５ ］ 

[ ２ ] 

(東15､中0､西 7) 

雇用計画(人) 

(うち正規雇用(人)) 

２５ 

(２４) 

１０７ 

(３４) 

５ 

(２) 

８９ 

(５５) 

９ 

(６) 

２３５ 

(１２１) 

 （注）上記には、「とっとり先駆型ラボ誘致・育成補助金」（Ｒ１は前身の「とっとり小規模ラボ開設支援事業補助金」）を活

用して、サテライトオフィスや研究開発拠点を設置した「オフィス等設置」、及び本社機能移転（県外本社企業が県内

に本社機能の一部等を移転するもの）を含む。 

 

○県内企業新増設の事例 

今後成長が見込まれる分野等での大型投資 

・(株)ﾌﾟﾛﾃﾘｱﾙ･ﾌﾟﾛﾃﾘｱﾙﾌｪﾗｲﾄ電子（鳥取市）：電気自動車等に使用される窒化ケイ素白基板の生産能力増強設備導入 

・(株)ｸﾞｯﾄﾞｽﾏｲﾙｶﾝﾊﾟﾆｰ（倉吉市）：フィギュアの国際的需要拡大や海外生産リスク等を踏まえた第二工場新設 

・(株)ﾓﾘﾀ製作所（倉吉市）：歯科用機器等の生産強化や本社工場からの生産移管のための設備導入及び効率化推進 

・(株)源吉兆庵（米子市･鳥取市）：ヨーグルトや和洋菓子等の販売好調に伴い生産能力を強化するため米子新工場建設 

 

○県外企業（オフィス等設置）の事例  

宇宙関連産業や地域課題解決分野のオフィス設置 

・佐藤精機(株)（姫路市→鳥取市）：宇宙関連企業との商談や共同受注等の調整を行うためのオフィスを砂丘エリアに設置 

・(株)GEO ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ（西宮市→鳥取市）：用途に応じて劣悪･特殊な環境でも使用可能なドローンの開発･運用拠点設置 

・(株)日野自動車（日野市→鳥取市)：地域交通分野の課題解決に取り組むため、中国地方における自家用有償旅客運送 

の遠隔運行管理業務や、地域交通コンサル･サポート業務を行う拠点を設置 
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県立産業人材育成センターにおける職業訓練の実施状況等について 

令和６年４月１９日 

雇用人材局産業人材課 

 県が職業能力開発促進法に基づいて設置する職業能力開発校「県立産業人材育成センター」（倉吉校・
米子校）では、産業界のニーズに応じた職業訓練や離求職者の早期就職を支援する職業訓練を実施して
います。令和５年度の職業訓練の実施状況と令和６年度の取組について報告します。 
 
１ 令和５年度の実施状況 

・新規学卒者、離職者、障がい者を対象とした職業訓練については、460 名が修了。そのうち 279 名
が就職した。引き続き、就職支援を行っていく。 

・在職者を対象とした職業訓練について、240 名が修了した。 

 

２ 令和６年度の新たな取組 
離職者、障がい者及び在職者を対象とした、デジタル分野の訓練科を新設・拡充するとともに、 

新設する訓練科の一部を e-ラーニングで実施する。 

（１）離職者対象訓練 
＜新設＞ ○ITパスポート実践科［定員 16名］（４か月） 

IT に関する基礎知識の習得及び資格を取得する。 
      ○Web クリエイター養成科（e-ラーニング）［定員 10名］（３か月） 

Web デザインに関する資格を取得する。 
＜拡充＞ ビジネスソフトの活用や資格取得などのパソコンスキルを習得する全訓練科について、 

セキュリティやデータ活用などデジタルの基礎を学ぶカリキュラムを追加する。 

（２）障がい者対象訓練 
＜新設＞ ○Web クリエイター養成科（e-ラーニング）［定員５名］（３か月） 

Web デザインに関する資格を取得する。 
○OAビジネス科（e-ラーニング）［定員５名］（３か月） 
オフィスソフトの基本的な操作を習得する。 

（３）在職者対象訓練 
＜新規＞ ○マイクロソフト 365copilot（コパイロット）科［定員 10名］（12 時間） 

AI を活用したオフィスソフトの操作効率化の方法を習得する。 
＜拡充＞ ○VBA プログラミング科［定員 10名］（18 時間）（中部に加え西部でも実施） 

Excel 操作を自動化するマクロ機能で使われているプログラミング言語「VBA」のス 
キルを習得する。 

【令和５年度 実績】　※ 就職者数、就職率は令和6年4月10日時点の数値 （単位：人）

定員 入校

（1年）20 10 ― ― ― ― 20 8

（2年）20 4 4 4 100.0 (100.0) 20 7

土木システム科 1年 10 3 3 3 100.0 (100.0) 10 5

木造建築科 1年 10 1 1 1 100.0 (100.0) 10 7

（1年）25 14 ― ― 25 15

（2年）25 13 12 12 100.0 (94.7) 25 11

設計・インテリア科 1年 20 13 11 11 100.0 (100.0) 20 8

デザイン科 1年 20 11 10 5 50.0 (64.3) 20 9

150 69 41 36 87.8 (88.5) 150 70

離職者
（委託等）

61科
(PC・介護・医療事務・保育士等)

短期：3～10カ月
長期：2年

931 529 413 239 57.9 (60.3) 857 ―

障がい者
14科

(総合実務科、就業支援科　等)
1年等 77 8 6 4 66.7 (46.2) 77 ―

1,158 606 460 279 60.7 (62.9) 1084 ―

在職者
44コース

（PC、事務、ｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ等）
24時間等 590 296 240 ― 624 ――

就職率（単位：%)

( ）は前年度同期

―

小計

新卒者
（施設内）

　新卒者、離職者、障がい者　小計

自動車整備科 2年

対象
（R６年度）

ものづくり情報技術科

定員

2年

就職訓練科名 期間
入校
進級

修了
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